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第

回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
（
日
本

高
校
野
球
連
盟
、
朝
日
新
聞
社
主
催
、
毎
日
新

聞
社
後
援
、
阪
神
甲
子
園
球
場
特
別
協
力
）
は

最
終
日
の

日
、
兵
庫
県
西
宮
市
の
阪
神
甲
子

園
球
場
で
決
勝
が
行
わ
れ
、作
新
学
院（
栃
木
）

が
７
｜
１
で
北
海
（
南
北
海
道
）
を
破
り
、
八

木
沢
荘
六
氏（
元
ロ
ッ
テ
監
督
）ら
を
擁
し
て
、

史
上
初
の
春
夏
連
覇
を
果
た
し
た
１
９
６
２
年

以
来
、

年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

前
回
大
会
の
東
海
大
相
模（
神
奈
川
）に
続
き
、

関
東
勢
が
全
国
を
制
し
た
。

北
海
は
大
西
、
作
新
学
院
は
今
井

と
、
両
右
腕
エ
ー
ス
が
と
も
に
５
試

合
連
続
で
先
発
し
た
。北
海
は
二
回
、

２
四
球
な
ど
で
２
死
一
、
二
塁
の
好

機
を
作
り
、
９
番
・
鈴
木
の
左
前
打

で
１
点
を
先
取
し
た
。

作
新
学
院
は
四
回
、
２
四
球
と
二

塁
打
で
無
死
満
塁
と
し
、
敵
失
で
同

点
に
追
い
つ
い
た
。さ
ら
に
鮎
ケ
瀬
、

今
井
、
山
本
に
３
連
続
適
時
打
が
出

て
、
こ
の
回
打
者
一
巡

人
の
猛
攻

で
、
計
５
点
を
奪
い
逆
転
し
た
。

作
新
学
院
は
五
回
、
１
死
二
、
三

塁
、
今
井
が
三
振
で
振
り
逃
げ
、
捕

手
が
一
塁
に
送
球
す
る
間
に
、
三
塁

走
者
が
生
還
し
１
点
を
加
え
た
。
七

回
に
は
１
死
三
塁
か
ら
、
鮎
ケ
瀬
の

右
前
適
時
打
で
リ
ー
ド
を
広
げ
た
。

作
新
学
院
は
右
腕
・
今
井
が
今
大

会
４
試
合
目
と
な
る
完
投
で
逃
げ
切

っ
た
。

◇
作
新
学
院

宇
都
宮
市
に
あ
る

１
８
８
５
年
創
立
の
私
立
校
、
野
球

部
は
１
９
０
２
年
創
部
。
春
は
９
回

出
場
し
優
勝
１
回
。
Ｏ
Ｂ
に
元
巨
人

の
江
川
卓
さ
ん
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
五
輪
競
泳
４
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ

ー
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
萩
野
公
介
ら
。
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作
新
学
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(
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木
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▽
決
勝【

作
】
今
井
｜
鮎
ケ
瀬
、
仲
尾
【
北
】
大
西
、
多
間
｜
佐
藤
大

【
作
新
学
院
｜
北
海
】
優
勝
し
喜
び
合
う
作
新
学
院
の
選
手
た
ち
‖
阪
神
甲
子
園
球
場
で
21
日
、
須
賀
川
理
撮
影
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